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＊討論要旨
　長田真紀氏は、柳の父親は理想的な人物として描かれるばかりでなく、批判的にも描かれているので
はないか、と問題提起した。たとえば、世俗的な欲望を持たないように見える柳の父親が、都会的で美
しい妻と結婚しているという設定には、田舎の文化が都市に吸収されていくことに対する作者の批判を
読み取ることができるのではないか。また、僧侶でありながら家族や菊作りに執着する父親自身も矛盾
した感情を抱えていたとすれば、非仏教的な息子と仏教の世界に生きる父親という二項対立的な図式は
成り立たないのではないか。さらに、以上のような父親像には、武田泰淳自身の父親に対する批判的な
まなざしを読み取ることができるのではないか。以上のような長田氏の問題提起に対して、発表者は、
作者の実人生と小説の間にどのような関係があるか、という問題にはかねてから関心を持っており、今
後も考察していくつもりである、と回答するにとどめた。
